
１章 数列 解答 

２節 数列の極限 

 

練習１ 

 ⑴ 0 に収束 ⑵ 負の無限大に発散（ ） 

 ⑶ 正の無限大に発散（） ⑷ 発散（振動） 

 

練習２ 

 ⑴ 正の無限大に発散（） ⑵ 負の無限大に発散（ ） 

 ⑶ 負の無限大に発散（ ） ⑷ 発散（振動） 
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練習６ 
 ⑴ 公比 3r   より 1r   だから∞に発散 

 ⑵ 公比 2r    だから発散（振動） 

 ⑶ 公比 2
3

r    より 1r   だから 0 に収束 

 ⑷ 公比 1
3

r   より 1r   だから 0 に収束 
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1 ≦＜より≦＜ xx   

    

    

 

 ⑵ 21 2 1x   ≦  より  2 3x ≦  かつ 21 x  

   2 3x ≦  から 3 3x ≦ ≦  

   2 1x   から 1, 1x x    

    よって， 3 1, 1 3x x   ≦ 　 ≦  

   2 2 1x    すなわち 3x    のとき極限値 1 

   21 2 1x     すなわち 3 1, 1 3x x     　  のとき極限値 0 
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 ⑴ 部分和を nS とすると 
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 ⑵ 部分和を nS とすると 
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 ⑶ 1
2
3,4 ≧より公比初項 rr   であるから発散する。 

 ⑷ 11,1 ≧より公比初項 rr   であるから発散する。 

 

練習 12 ,1, より公比初項 xx   

  （ i）初項 0x  のとき,  収束して,  その和は 0 
  （ii） その和は収束してのときすなわち ,,20,11  xx  
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  （別解） 

     ①より 152500  n  
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